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ロシアがウクライナに侵攻してから今月で丸３年が経過する。米欧の制裁強化にもかかわらず、

ロシア経済はプラス成長を堅持し、プーチン政権は戦争継続の強気の姿勢を示している。この３

年間で、日本からロシアへの自動車輸出は激変した。新車の輸出がストップする一方、中古車

の輸出は日本の対ロ輸出の６割を占めるまでになっている。私は2024年12月、ウラジオストク

を１年ぶりに訪れた。その時の印象とともに、中古乗用車の対ロ輸出のこの１年を振り返り、今後

を展望してみたい。 

 

 

2024年の中古乗用車のロシア向け輸出台数は前年より減少したものの、約20万台となった。日

本政府の輸出規制強化にもかかわらず、なぜ、ロシア極東の日本製中古車ビジネスは壊れないどこ

ろか、高い水準を実現しているのか。当初、日本からロシアへの中古乗用車の輸出は制裁強化で、

半分程度に落ち込むとみられた。それが前年並みを確保するどころか、第３国経由で入っている分

も含めれば、ロシアに持ち込まれている中古乗用車の数はむしろ増えている可能性がある。へこたれ

ないロシア極東の中古車ビジネス。制裁強化でもロシアで日本の中古車の売れ行きが伸びるという

極東中古車ビジネスのこの１年と今後 
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